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審 査 結 果 の 要 旨 
 本研究は内視鏡耳科手術において内視鏡固定技術の有益性を調べるために、内視鏡先端
の動きを高速度カメラによって撮影し、モーショントラッキングを用い3次元的に内視鏡先
端の変位を解析したものである。被験者を器用群、不器用群の2群に分け、地面に対して水
平方向をX軸、垂直方向をY軸、光軸方向をZ軸と定義し、肘固定、外耳道固定、肘固定+外
耳道固定、コントロールの方法で内視鏡固定技術の違いによる手ぶれの距離を比較検討し
た。その結果、外耳道固定は3軸方向ともに手ぶれ制御に有益であり、肘固定はZ軸方向の
手ぶれ制御に有益であることを示した。また不器用群は肘固定・外耳道固定を用いること
により、器用な被験者達と同程度内視鏡が安定することが示唆された。今後の耳科学領域
で、本研究はさらなる手術の低侵襲化の礎となりうるものであり、明らかに学術水準を高
めたものと認める。 
